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みんな 
登ってきてね 

古墳群など史跡がいっぱいの愛宕山 

昨
年
、吉
野
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
愛
宕
山
の
、登
山
道
と

頂
上
の
景
観
整
備
が
区
長
会
に
よ
り
行
わ
れ
、登
り
易
く
、ま
た

頂
上
か
ら
の
見
晴
ら
し
も
大
変
良
く
な
り
ま
し
た
。 

６
月

１５
日
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

３６
名
が
参
加
し
、愛
宕

山
と
そ
の
周
辺
の
史
跡
や
歴
史
学
習
を
行
い
ま
し
た
。大
変
暑
い

日
で
し
た
が
、講
師
の
藤
田
辰
男
氏
に
先
導
し
て
い
た
だ
き
、青
々

と
し
た
木
々
に
囲
ま
れ
た
山
道
に
一
歩
入
る
と
グ
ッ
と
涼
し
く
別

世
界
の
よ
う
で
し
た
。 

愛
宕
山
の
要
所
要
所
で
史
跡
や
そ
の
土
地
に
ま
つ
わ
る
歴
史
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
山
頂
の
愛
宕
山
神
社
へ
向
か
い
ま
し
た
。山

頂
か
ら
は
、日
野
山
を
バ
ッ
ク
に
越
前
市
内
全
域
か
ら
鯖
江
方
面

ま
で
を
一
望
で
き
、今
回
は
、ち
ょ
う
ど
敦
賀
方
面
か
ら
新
幹
線

が
通
過
す
る
の
を
遠
目
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

愛
宕
山
の
登
山
道
は
、片
屋
町
側
や
氷
坂
町
側
と
複
数
あ
り

色
々
な
ル
ー
ト
を
楽
し
め
ま
す
。

１５
分
程
度
で
登
れ
ま
す
の
で
、

地
区
の
皆
さ
ん
も
、散
歩
が
て
ら
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 
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令和 6 年７月 15 日 
 

吉野地区自治振興会 

吉  野  公  民  館 

越前市本保町１９－６

TEL23-4600  FAX21-3641 

本
保
陣
屋
ま
つ
り
開
催 

第 208 号 

本
保
陣
屋
は
、１
７
２
１
年
に
初
め
て
本
保

に
置
か
れ
、
１
８
６
９
年
ま
で
約
１
５
０
年
の

間
、役
所
と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、廃
藩
置
県
に
よ
り
本
保
県
と
な
り
、

本
保
県
庁
が
置
か
れ
た
と
い
う
歴
史
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
か
ら
約
１
３
０
年
後
の
、１
９
９
７
年

（
平
成
９
年
）
に
本
保
陣
屋
跡
地
に
今
の
陣
屋

公
園
を
整
備
し
、２
０
０
９
年
よ
り
本
保
陣
屋

祭
り
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。今
年
で
１
３
回

を
迎
え
、
子
供
会
の
独
楽
吟
、
史
跡
巡
り

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
恒
例
の
ふ
る
ま
い
そ
ば
、野

点
の
お
も
て
な
し
、壮
年
会
、な
で
し
こ

P
lu

s

な
ど
に
よ
る
模
擬
店
、ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
盛
大

に
開
催
さ
れ
、猛
暑
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
勢

の
町
民
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と
も
多
く
の

方
に
本
保
陣
屋
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

歴
史
を
継
承
し
て
い
く
上
で
も
今
後
も
つ
づ
け

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

本
保
町
区
長 

 

青
山 

清
記 

健
康
増
進
事
業 

「
ほ
ど
ほ
ど
養
生
」
開
催 

今
回
は
「
熱
中
症
対
策
＋
夏
バ
テ
予
防
」
を
テ
ー
マ

に
東
洋
医
学
の
観
点
か
ら
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。

暑
い
と
体
の
代
謝
が
落
ち
が
ち
で
す
。疲
れ
た
ら
早
め

に
休
憩
。お
腹
を
冷
や
さ
な
い
。し
っ
か
り
咀
嚼
し
て
胃

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
。水
分
補
給
は
摂
り
過
ぎ

に
も
注
意
、少
し
ず
つ
こ
ま
め
に
、糖
質
が
多
い
も
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。無
理
せ
ず
、酷
暑
の
夏
を
乗
り
越
え

ま
し
ょ
う
。   

 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
会 

片
山
達
夫
記 

 

子どもでいっぱいの縁日広場 久しぶりの野点茶会 
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わがまちの文化財を知ろう 
国府の発掘の状況や、国府全体について 
【日 時】  8 月 3 日（土） 

午前 10 時～11 時まで 

【場 所】  吉野公民館 講堂 

【講 師】  西脇 菜々氏 

◎吉野歴史学ぼう座 

◎親子サロン 

この用紙は再生紙でできています。リサイクルにご協力ください。 

７月・８月吉野公民館・地区内行事予定 
 
８/ ６（火）はつらつ教室 
 

◎8 月 8 日（木） 
タイルコースターづくり 

参加費３００円/定員２０名 

休館日のお知らせ 
・毎週月曜日・7 月２１日（日） 
・8 月 14 日（水）正午～臨時休館 
・8 月 15 日（木）臨時休館 
・8 月 16 日（金）正午～臨時休館 

◎8 月１０日（土） 
高学年向け クッキング 

（４～６年生対象） 

講師：前田真美さん 

参加費３００円/定員１０名 

◎8 月２５日（日） 
キッズキッチン  

講師：食生活改善推進員 
参加費１００円/定員１０名 

二十歳の式典実行委員を募集します！ 

◎8 月２９日（木） 
いろんなアートに挑戦しよう！ 

参加費 7００円/定員１５名 

～読み聞かせと料理教室～ 
絵本の世界のおやつを作ろう 

【日 時】  8 月１日（木）午前 9 時半～ 

【場 所】  吉野公民館 調理室 
【持ち物】  エプロン、三角巾、水とう 

内ズック（子どものみ） 
【定 員】  親子 8 組 【参加費】１組 300 円 

【講 師】  河野 雅代氏 

 
令和７年１月１２日（日）に、越前市「二十歳の式典」を開催し

ます。そこで、この式典の企画･運営に参加してくださる二十歳の
方を募集しています。若いエネルギーとアイディアを発揮し、みん

なで力を合わせて素晴らしい二十歳の式典を創り上げましょう。 

 
募集対象者 越前市出身、または越前市在住の二十歳の方 

          （平成１６年４月２日～平成１７年４月１日生まれ） 

           県外在住の方や外国籍の方も大歓迎！ 
応募締切 ８月２６日（月） ※その後も随時受け付けます。 

応募方法 以下の二次元バーコードから申し込んでください 
または、①氏名（ふりがな）②住所③電話番号 

④出身小学校を添えて、電子メール、電話、ファクスで

下記連絡先まで申し込んでください。 
 ※応募情報は目的以外には使用しません。 

※９月上旬頃から、月数回の会議を行う予定です。 

 
【申し込み・問い合わせ先】 

  越前市教育委員会 生涯学習・芸術文化課 
  TEL：22-7459   FAX：22-7497 

  E-mail：gakusyuu@city.echizen.lg.jp   担当 竹内 

編
集
後
記 

７
月
に
な
り
熱
中
症
に
注
意
が

必
要
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。去
年

も
猛
暑
で
、三
国
で
は
最
高
気
温

三
十
九
・七
度
、最
低
気
温
二
九
・

八
度
、猛
暑
日
日
数
三
九
日
。敦
賀

で
は
熱
帯
夜
日
数
が
四
十
日
だ
っ

た
そ
う
で
す
。こ
れ
だ
け
暑
い
と
子

供
た
ち
も
外
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き

ま
せ
ん
ね
。さ
て
、今
夏
最
高
気
温

は
何
度
を
記
録
す
る
で
し
ょ
う
？

熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ

け
て
下
さ
い
。 

安
全
防
災
部 

前
澤
行
雄
記 

 

（平日１９時 【申し込み 

二次元バーコード】 

＜真夏の市民アスリートの祭典始まる＞ 

時間 9:30～11:30 

場所 吉野公民館 

申込締切 7 月 26 日（先着順） 

 「第１９回越前市民体育大会」が開幕。７月６日の

総合開会式では、昨年までゲートボール３連覇の吉
野地区が表彰を受けました。このあとも、２３競技に

エントリーした吉野地区選手のみなさんの活躍を期
待します。７月７日時点の主な結果です。 

●陸上 女子ボール投げ（年齢制限なし） 

    １位 為国奏絵（芝一）★１１連覇  
                  （スポーツ協会 堀内幸路記） 


